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マ ツ類 の さし きの発 根 に関す る研究

第2報 噴霧装 置 に よるア カマ ツの発根効果について
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は じ め に

野者 らは これ まで,マ ツ類の さ し木の発根困難な原因を究明す るため,床 の温度 と水分関!T,床 土,

詮な どの環境因子の影響を追求 してきた。本(わコラ)研究では空中湿度が発根に どの よ うな影響 をお よぼす

ヒ知 るため,京 大上賀茂試験地の ガラス室内に噴霧装置を作 りアカマツを さ しつけ,そ の発根 効 果

1討した。

 
:お,本 研究 を進 めるにあた り,終 始御指導 を賜わ った斉藤達 夫助教授 に深 く謝 意を表す る。

1材 料 お よ び 方 法

964年4月11日,当 試験地 の アカマツ(PinusdensifloraSieb.etZucc)の3年 ,7年 お よび15

三母 樹の樹冠下部 よ り,1年 生 枝の さしほを採取 した。採ほにあた って,3年 生 は母樹(苗 木)1

こりさしほ1本 ,7年 生 は母樹1本 よ りさしほ5本,15年 生 は母樹1本 よ り全 さしほ(300本)を

した。さ しほの長 さは7cmで,切 口は勇定鋏 で水平切 に した。 ほ作 りした さしほを同 日,直 径

n,高 さ10cmの 素 焼植木鉢(ポ ッ ト)に 当試験地の黄色土壌(土 性SL)を 入(の)れてさ しつけた。
蝟

区はっ ぎの6区 であ る。

ont.区 無 処理(非 噴霧)

A区 さ しっけ後20日 間噴霧 し,以 後150日 目 まで非噴霧 とす る(無 処理区 と同 じ場所に移す)。

B区 ク30日 間"

C区 ク50日 間"

D区 〃100[]間 〃

E区 〃150日 間 噴霧
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無腿 区はさしっけてから卿 取る(9月8・)ま での15°日間・ガラ膣 内のヲ噸 糊 脈 ㍉

毎 日午前10時 に1回 灌水 した。噴霧処理区は さ しつけ直後か ら,上 に示 した各 々の期 間だけ噴 ざ

その 後掘 り取 るまで無処理 区 と同 じ場所 に移 して,毎 日1回 灌 水 した。

各処理区はそれぞれ5ポ ットで,1ポ ッ トには各年生の さしほを10本 つ つ さ しつけ・5同 の くり1

を 行な った。 したが って,1処 理 区 にさ しつけ たさ しほ の本数は.各 母樹年 令別に各 々50本 となゲ

噴霧装置は ガ ラス室内 に縦3m,横1.3m,高 さ1.5mの 木 わ くを作 り,周 囲に ビニールをは1

け,そ の内部(噴 霧室)に 設けた。噴霧方法は側面噴射法 とし,穴 径1/2mmの 噴 霧器 用 ノズル

1,謎80Clnの 位 置;・,オ1側1・4個,左 側 に5個 を た が い ち が い1・ と りつ け た(Fig・1)・ 電 動 ポ ソ

はHitachiSh。ll。wW。11P。mp,Typ・W.F・ ・mP121,C・pacity151/mi・ ・を 用 し・2.3-2・8kp

o>〉)<で 各 ・ ズ,レ へ 送 水 し た 。 モ ー タ ー の 価 原は ・R一 トナ シ ス イ ・チ(液 面 自 動 制 御 継 電 器

n)に 鰍 し 。のスィ。チの二次電流を ・イマ集 接繊 て渉 ・フカ・一定時醐 ・動G

した。

噴霧 の時間間隔は,実 験 期間中70%以Eの 湿度 を保つ ことを 目的 として,8時30分 か ら1〔

で と15時 か ら17時 ま でを2分 間隔;こ30秒 間 噴霧 とし,10時 か ら15時 まてを2分 間隔に1分P

と した。なお夜 間は湿 度が殆ん どFら ないの で停[ELた 。

2結 果

t

1)空 中湿 度 と温度の変化

実l!欄 間 中にJYJる 嚇 室内・・劉1激 は90%以 上;・保たれた.1例 とL,て,8月 の1週i・.

Ll～12日)の 嚇 室 礁 処駆 内 の湿度変化 をみ る と,鰍 駆1が40%肝1・ さが ・た顛

職 室は95%以 」、幅 い澱 蘇 。た(Fig.2).し か し讃 辮 で も噴霧を停 止 させ 塒 齢
コ

t/の 出前 と日没後 の短時問 には,し ば しば70%以 下 にな った。

また,実 験期 「榊 の搬i・ つ いてみ る と,嚇 室撫 処駆;砒 べ て最高澱(25・-35°C

5・～10・C低 く,午 前10時 の温1隻(20・ 一一31・C)も3・-8・C低 力・・た.し か し駆 温度(14°"1.

は 両 区 とも夜 間に記録 され ほぼ同 じであ った(Fig.3)。}

*小 型 トランジスター時計の文字盤に電流の断続装置をつけたもの(自 作)

ノ



生存率 と発根率

,つ け後150日 目の生存率 は母樹 年令 が高 くなるほ ど低下す る傾 向がみ られた(TaUle1)。 ま

1存 率 と噴霧期 間 との関係をみ ると,3年 生 の母樹 では100日 以 上(D,E区),7年 生 では30
.1

・日お よび150日(B ,C,E区),15年 生 では50日 以一k(D,E区)の 噴霧 に よ り,無 処理

}も高 い生存率 を示 した。

TablelSurvivingpercentages(%)
-

eeof__PlotsCont.AIBCDEIMean!

othertrees、 、'一一一＼ ～ ミiiミ .一...一 一一.一 一....一一.一...一一一....一一..一...I
Three-year-°ld6°322°22607044

_I

Sev・n〃:24:63・138旨1658

129
Fifteen"4-2

i旨8:1452ミ ・4
-.......一.一 一.....一 一.一 一.......一 .一..一.一... 一一L.
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発根率で も生存率 と同様に,母 樹{卜令が高 くなるほ ど低下 した(Table2)。 発 根率 と噴霧期

関係をみ ると,3年 生 の母樹では100ti以.L(D,E区),7年 生 では30日,50日(C,D巨

噴 霧 こよって無処理 区 よ りも高い発根 率を示 し,さ らに15年 生 では50日 以 上の噴霧で発根率1

に 高'まる傾 向を示 したn

Table2Rootingpercentages(%)

"_iii

A・ ・6flPl°tsミC・n・.:ABCD!EM・ 鋤

mothertrees、 一＼1
-.一 一一 一 一.一..一.一 一 一 一 一 一 一.-

Three.year-。1d1、 。181、2118ミ52.、 。 『
II

Seven〃1184
.28.3614.182011

Fifteen〃440.610148

111

3)根 の'i.i,ド 軸伸 長お よびTR率

根 の生長(発 根 根数,総 根 長,絶 乾貢{1}:)1i母 樹 年令 に関 係な く,20-50日 間(A,B,(

グ)噴霧 に よって大 き くな り,100日 以上 の噴霧 ては逆 に小 さくなる傾 向を示Lた(Fig.4)。

発 根L.た さ しきの一L軸伸長 吊:は喧霧期間が長 くなるほ ど増 加す る傾 向を ・ドしたが,母 樹が7年

よび15年 生 の ものでは,そ の増 加割 合は きわ めて小 さか った(Fig.5)。 また,TR率 は100日

の 噴霧 で10以 下 の値 を示 したが ,15011で は13-26の 高 い値 を示 した。



3考 察

霧装置の利点は,ガ ラス室 内の温度があが りす ぎるこ とに よって,さ しほを乾燥枯 死 させ た り,

,き床 の水分が不足 した りしない ことであ る。 しか し,欠(の)点として,湿 度が高す ぎるとさしほが腐

枯死す るものが増 え るともいわれ てい る。そ こで,本(の)研究では アカマツを さした とき,根 の形 成

進す る適当な湿度を明 らかにす るため,ま ず最低 湿度70%の と きの効果 をみ よ うとしたのであ

が,2分 間 隔の30秒 お よび1分 間噴霧 では90%以 上 を保 った。 したが って,本 実験 の よ うに,

マーを使 用す る装置 では,実 験 期間中を通 じて,噴 霧 間隔をっねに注意す る必要 があ る。

者 らが これ まで行 った ガラス室 内での さしきでは,温 度があが りす ぎて失敗 する場合 が多か った

本実験の装置 に よって,最 高温度を5°C以 上 もさげ る ことがで きた ので,こ れ までの よ うな温

あが りす ぎは防がれ た もの と思 われ る。

k木(の)はスギの精英樹 の さしきで,噴 霧時間 問隔 と発根率 とは重 要な関係 にある ことを認め,ま た,

nanは8時(の)か ら17時30分 まで,10分 毎 に1分 間噴霧 して,大 王松 の大木 か らとったさ しほを

めて発根 させ た。 一般 に,噴 霧の時間間隔は5～10分 毎 に,数 秒～1分 間行 われ てい るが,こ(ヨラ)れ

中の湿度や温 度,土 壌 中の水分 や温度 な どにいち じる し く影響す る ものであ るか ら,さ しほの生

発根を促進す るためには十分 に検 討すべ きであろ う。

実験の噴霧期 間中では,湿 度90%以 上,温 度20° ～30QCの 環 境 とな り,こ の下 に150日 間 さ し

た とき,3年 生 で70%(無 処 理区60%),7年 生 で58%(同24%),15年 生 で52%(同4%)

各年 生母樹 とも無 処理 区 よ り高 い生存率 を示 した。 したが って,こ の よ うな環境 は,さ しほの生

月らかに効果 がある と考 え られ る。 しか し,こ の ような環境が さしほの生存率 を高 め る最適 な環

らるか ど うか は明 らか でな く,今 後 さ らに噴霧装置 に よる種 々な環境下 におけ る実験 によ って明

こしたい。
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本 実 験 で もっとも高い発根率 を示 した処理区は,各 母樹年令 とも・噴霧処理区にみ られた。 し

って,さ しつけ後あ る期間,90%以tの 高 い湿度下にお くことに よって・ 発根率 を高 くす るこ

で きると考へ られ る。 と くに,15年 生 母樹 の さ しきで,150日 間 この環境下 にお くことによって

%の 発根率 を認めた ことか ら,壮 ・老令木の さ しきの発根 には,長 期間比較的高 い湿度下にお く

1こ一発根効果があ るよ うに思わ れ る。

さしほが生存 し,根 を形成す るには,さ しほの 水分収 支の均 衡が保たれていなけれ ばな らない

しほの水分収支 につ いて小笠原(アう)や佐藤(の)らは,さ しつけ後7-10日 間 が もっ とも不安定 な期 間であ

報告 した。本実験 で噴霧 に よって高い 発根率を示 した ことは,さ しほの 水分収支が噴霧 に よる高

度に よって安定 され た もの と考え られ る。 しか し,最 高 の発根率を小tた 噴霧期間は母樹年令に

て 異な り,3年 生 では10011間,7年 生 では50FI間,15年 生 では1011間 と なった。 この原因にっ

は,母 樹 の年令,生 長状態,生 台環境,そ の他 の要 因に よって,さ しほの生理的 な働 きはかな り

るのではないか と推察 され る。 この点 にっ いては今後の実験に よって明 らかに した い。

一・般に根 の生 長は,あ ま り水分 が多す ぎて空 気の流通がわ る くな らない範 囲では,土 壌水分の

;。つれ て増乳 本鰍 で,各 母樹 ・}冷か ら得 た さしほの根 の・威:よ,さ しつけ後20-50日 間 の噴

左きか ったが,100日 以 一ヒでは逆 に低下 した。 この原因は発根す るまでの 日数,土 壌水分,酸 素

どに関 係す るもの と思われ る。 と くに,発 根 す るまでの 日数については,樹 種や さしつ け時期Y'..

裸 な♂1靴 以下の母樹では3・-5・1翫 年令縞 くなるほどお く樋 ようであるから

実 験 につ いて も,さ しつけ後20-50日 間 の噴霧区で根の生長}肋 状 ぎか ったのは,こ の期間は発

前かあるいは発根初期 であった と考え られ,不

定 根源基の形成 に効果的 であった と思われ,さ

らに,非 噴霧 区に移 した環境 がその根 の生 長に

適 していた よ うに思われ る。 しか し,100日 以

一ヒの噴霧区で根 の生長がわ るか ったのは土壌水

分が 多過 ぎて,根 の呼吸作用にわるい影響 をお

よぼ した もの と考察 され る。

なお,こ こで本実験でみ られた発根率 と根 の

生 長 との関係 より効果的な噴霧期間を検討す る

ことにす る。す なわ ち,縦 軸に 発根率 と根の乾

1亘を とり,横 軸 に噴霧期聞を とると(Fig・6),

;3年 生 と15年 生 母樹 では,さ しつけ後約100k1

問 の 噴霧 によ って,発 根率 と根 の生 長蹟は一致

す るが,7年 生 では50日 間の噴霧 で両者が一

致 す る。 したが って,そ の効 果的 な期間 は母樹

年令;こよって 異な るが,一 応50～100日 間 の噴

霧 で,両 者 に満足すべ き効果があ るよ うに推 察

され る。

以上の よ うに空中湿 度 が90%以kの ときの

各母 樹令か ら得 たさ しほ の発根効果は明 らか に

認め られた。 しか し,結 果 の うちで十分 に考察

す ることが で きなか った点 も多 く,今 後続け て

実 験を行 ない解明 したい と思 う。
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4摘 要

`
.マ ツ類 のさ しきの発根 を促進す る方法 として,1964年3月,ガ ラス室 内に噴霧装 置を作 り,空

!度 や温度が発根 に どの よ うな影響 をお よぼすかをみ よ うと した。

1.ア カ マツの3年,7年 お よび15年 生 母樹 よ りさしほを採取 し,黄 色土壌(土 性SL)に さ しつ
覇
.。

.噴 霧 の 時 間 間 隔 は,8時 か ら10時 ま で と15時 か ら17時 ま で を2分 間 隔 に30秒 間 噴 霧 と し,

1か ら15時 ま で を2分 間 隔 に1分 間 噴 霧 と し た 。

.そ の 結 果,実 験 期 間 中 に お け る 噴 霧 室 内 の 空 中 湿 度 は つ ね に90%以 上 に 保 た れ,最 高 温 度 は

理 区(非 噴 霧)よ り5°C以 上 低 か っ た 。

.も っ と も 高 い 生 存 率 と 発 根 率 は,各 母 樹 年 令 と も 噴 霧 処 理 区 で み られ た 。 と く に15年 生 母 樹

,,150日 間 の 噴 霧 で14%の 発 根 率 を 示 し た 。

.も っ と も高 い 発 根 率 を 示 し た 噴 霧 期 間 は 母 樹 年 令 に よ っ て 異 な った 。

.根 の 生 長 量 は20～50日 間 の 噴 霧 で 大 き く な り,主 軸 の 伸 長 量 は 噴 霧 期 間 が 長 い ほ ど大 き か っ

以 上 の 結 果,ア カ マ ツ の さ し き で は,噴 霧 装 置 に よ っ て 空 中 湿 度 を90%以 上 に 保 つ と き,根

却 こ効 果 が あ る こ と が わ か っ た が,最 高 の 発 根 率 を 示 す 噴 霧 期 間 は,母 樹 の 諸 条 件 に よ っ て,い

る し く影 響 さ れ る よ う に 考 察 さ れ る。
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Résumé

 1  . In order to inquire the reason upon rooting difficulties of the pine cuttings, in  IY 

1964, the studies was carried out to clear the influence of humidity on  root-formir 

misting practice. 

 2. Cuttings were taken from the mother trees of three, seven and  fifteen-year-01 

Japanese red pine (Pinus densiflora Sieb. et Dicc.) and planted in the yellow colored sc 
sandy loam. 

 3. Misting practice was effected by the lateral spray system operating thirty  sec 

of every two-minute period from 8 a.m. to 10 a.m. and from 3 p.m. to 3 p.m., and one  m 

of every two-minute period from 10 a.m. to 3 p.m. 

 4  . As the results, humidity in the misting frame was kept at 90 % over  during 

experimental period, and the maximum temperature was fallen in 3°C over compared 

the non-misting. 

 5  . Rooting ability was raised by the misting practice, and the cuttings were taken 

fifteen-year-old mother tree showed at 14 %. 

 6. The periods of misting treatments after planted to show at the highest  perce 

of root-forming distinctly differed by the age of mother tree. 

 7. Growth amounts of the roots were large at the misting period from 20 to 50 
and it tends the elongation of main stems of rooted cuttings to inclease in proportion  to 

misting period. 

 8  . As above mentioned, it was ascertained the environment of humidity 90 %  ov0 

the misting practice to be efficient upon the root-forming of Japanese red pine  cuttings 

the misting period shown the highest rooting percentage is considered to be remail 

affected by some factors of the mother trees.




